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研究成果の概要（和文）：　理論的、実証的研究を通して、家庭科の授業を担当する教師の教師知識は、授業研
究による研修の有無がその質的、量的向上に重要な要因であること、家庭科教師に限らず、教師は一般的に授業
研究の準備過程で多くの教師知識を使用していること、授業研究は教師が反省的実践家になるために有効である
こと、などを指摘した。また、教師教育を視野に入れ、子どもを取り巻く社会的状況や日本の文化的伝統の考え
方を取り入れた教材開発をした。

研究成果の概要（英文）：In this research project, through theoretical and empirical research, we 
revealed that lesson study is an essential part of continuing professional development for teachers 
who teach home economics, not only home economics teachers but also other teachers use the variety 
types of teacher knowledge including pedagogical content knowledge, and lesson study is an important
 factor for being a reflective practitioner. We developed teaching materials of home economics which
 carefully considered student's social context and Japanese traditional culture in a local area for 
being a reflective teacher. 

研究分野： 教科教育学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
  本研究では、小学校と高等学校の家庭科を担当する教師の教師知識の内実を明らかにし、反省的実践家の教師
教育に授業研究を位置づけ、授業研究における教師知識の分析を行った。このことは、新しく教師教育プログラ
ムを構築する際に新しい資料を提示する、という学術的意義がある。社会的意義は、教師教育での活用を視野に
入れて、子どもを取り巻く社会的状況を考慮し、地域の文化、伝統を家庭科の授業に取り入れた教材開発を行っ
たことである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（１）新しい学習指導要領の改訂と教科としてのその対応：次期（申請当時）学習指導要領改訂
の方向性では、学校や教師には社会に開かれた教育課程の構築とカリキュラム・マネジメント能
力が求められ、子供の学びを包括的に支えるために、アクティブ・ラーニングや協働的な学習に
よる指導力が求められていた。加えて、教科の本質の意義について考える必要性が迫られている。
これまでの教員養成教育では対応できず、日本の能力という意味を越えた世界的にも認知され
ているコンピテンシー（competency）の育成が求められていた。特に、知識基盤社会における
義務教育学校の制度化に伴い、家庭科カリキュラムの再定義とともに、義務教育学校の家庭科カ
リキュラムのマネジメント能力の育成も、教員養成教育段階で身に付けることが求められた。欧
米諸国では、national curriculum の改訂に伴う教員養成教育のプログラムの見直し作業も常に
行われる傾向があった。 
 一方、新しい学習指導要領では、教科の本質が問われていた。世界的にも、STEM（科学、技
術・工学、数学）教育のように教科の連携も重視されており、これまで以上に、教科の独自性と
他教科との連携が重視される傾向があった。新しい家庭科カリキュラムでは、教科の本質を再定
義するとともに、他教科との連携や社会教育等施設との連携が求められており、とりわけ科学教
育における知見や実践を有効活用することが、科学的側面を有する家庭科教育の側面を持つ本
質からしても重要であると考えられた。 
 さらに、アクティブ・ラーニングが、学習指導要領の改訂に伴い、日本の小学校から導入され
ることへの現職教育への対応も喫緊の課題であった。このような状況に適切に対応できるのが
反省的実践家としての教師の重要な資質の一つである。 
（２）教師知識の解明に基づく教師教育プログラムの構築 
 教師知識に関しては、アメリカの L. Shulman（1987）による研究知見が理論化され実践化さ
れている。授業を想定した教材化の知識（pedagogical content knowledge）は、世界的にも注
目され、欧米諸国では、例えば、科学の教師の養成教育においてその教師知識の育成が取り組ま
れている。しかしながら、国内外において、家庭科の教師の養成教育におけるその教師知識の研
究や実践は極めて少ない状況であった。また、教師知識は、教科知識と直接関連しており、教科
の再定義をする上でもこの日本の家庭科教師の教師知識の本質の解明は重要である。 
 また、フランスやスペインといった欧州非英語圏では、生態学的方法として知識を分析する教
授転置理論（Didactic Transposition Theory）やそれを進化させた人類学的教授理論
（Anthropological Theory of Didactic）などが提唱されはじめ、わが国の伝統的な授業研究であ
る Lesson Study と組み合わせ、教師教育への適用が試行され始めていた。このことは、日本の
伝統的手法を用いた教師知識の研究に基づく教師教育の新たな展開であり、教育実習のあり方
と現職教育プログラムへの適用を検討し、日本における教師教育への示唆を得ることができる
と考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、以下の３つの家庭科教育に関する項目について理論的・実証的研究を通して、

社会の変化や多様な価値観に対応する義務教育学校（小・中一貫校、小・中の連携）における子
供の学びを包括的に支える反省的実践家の家庭科教師教育プログラム開発の総合的研究である。 
①学習指導要領の考え方、諸外国の動向、日本の教育文化・伝統について、自身の考えを省察し
た、知識基盤社会における家庭科教育の存在意義（教科の独自性と他教科との連携の意義）、 
②アクティブ・ラーニングを推進する家庭科教師の教師知識（特に教材化と指導方略の知識）、 
③上記①、②を踏まえ、多様な知識や能力を生涯にわたって専門的成長ができる反省的実践家と
しての家庭科教師の教師教育プログラム（教師知識とカリキュラムのマネジメント能力育成）。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、理論的研究と実証的研究で実施した。理論的研究としては、専門職としての教師に
必要であり、かつ生涯にわたる教師としての専門的成長（continuing professional development）に
不可欠な教師知識の実態、それを育成するための授業研究を中心に検討した。また、実証的研究
としては、教師教育プログラムを構築するために不可欠な家庭科の授業を担当する教師（小学校
から高等学校まで）の教師知識の実態、教員養成に関わる大学附属学校における授業研究の実態、
小学校を中心とした教材開発を研究対象とした。 
 
４．研究成果 
（１）教師知識の実態解明：小学校から高等学校までで家庭科を担当する教師の有する教師知識
に関する実態解明を行った。なお、本研究課題では、特に、小学校と高等学校の教師を対象とし
て調査し、分析した。まず、小学校の中堅の男性と女性教師（教職経験 10 年以上 20 年以下で
中・高等学校の家庭科の免許状を有していない）について面接調査を行った。その結果、男女間
で有する知識の量には違いは認められなかったけれども、家庭科の研究授業の実施有無によっ
て、有する教師知識の量と質に違いが認められることを明らかにした。また、小学校の男性熟練
教師（教職経験 20年以上で中・高等学校の家庭科の免許状を有していない）と男性若手教師（教
職経験 10 年以下で中・高等学校の家庭科の免許状を有していない）の家庭科の授業で使用する
知識について比較し、その内実を明らかにした。熟練教師と若手教師で、教師知識の量と質に大



きな違いは認められなかったが、教職経験にかかわらず、授業研究の経験の有無と同僚からの学
びの機会が教師の成長に重要な要因となっていることを明らかにした。高等学校の家庭科の熟
練教師（教職経験 20年以上）と若手教師（教職経験 10 年以下）について、教材化に関する半構
造化面接を行った。その結果、熟練教師の場合、個人差がみられ、その要因として、これまでの
学校現場における経験と、教師の出身学部による差異があることを明らかにした。とりわけ、専
門学部出身教師は、教材や学習形態を決める際に、家政学等の専門的な知識や技術を身に付ける
ことに重点を置いていたのに対し、教育学部出身教師は、生徒を主体にし、生徒に考えさせたい
ことやつけたい力を考えて授業を仕立てることに重点を置いていたことを明らかにした。 
以上のことから、生涯にわたる教師としての専門的成長は、効果的な教職経験の蓄積だけでは

なく、前向きな専門的経験への注意深く熱心な参加を通じても影響を受けていること、また、 教
師が学ぶ機会は、専門職としての学びのコミュニティと同様に、教師が所属する学校文化に依存
していること、などを指摘した。 
（２）生涯にわたる教師としての専門的成長に関わる授業研究：先の教師知識の実態でも明らか
なように、授業研究（lesson study）が生涯にわたる教師としての専門的成長にとって鍵になる。
理論的研究として、まず、日本の授業研究のプロセスについて、準備段階（教材開発と学習指導
案作成）、研究授業、批評会に分類し、このプロセスを通して、教師は他者から学び、教材開発
や教授法に関する能力の育成を行っていることを指摘した。特に、OECD 国際教員指導環境調査
（TALIS）において、日本の教師は授業の準備にかける時間が国際的に非常に多いことの背景に
は、授業研究も含め授業の準備（教材開発と学習指導案作成）を丁寧にしていることを指摘した。
また、教材開発や学習指導案の作成の過程における教師知識の分析を行った。この教師知識の分
析には、L. Shulman（1987）とその後の他研究者の解釈、教授転置理論（Didactic Transposition 
Theory）を用いた。その結果、日本の教師は教材開発や学習指導案の作成において学習者の学
びの視点を重視し、多様な教師知識を用いていることを明らかにした。教材開発や学習指導案の
作成過程では、教科書や学習指導要領に記載されている教えるべき知識（knowledge to be 
taught）を学習者の既有の概念や学んだ知識（learned knowledge）を考慮しながら、教える知
識（taught knowledge）に転置（transposition）させていること、学習指導案には、L. Shulman
の分類した教師知識が反映されており、教材研究と学習指導案作成ではとりわけ、PCK
（pedagogical content knowledge）が重要となることを指摘した。 
 研究授業では、学習者の反応を見ながら頭の中で作成した学習指導案の微修正をする必要が
あり、これは行為における省察（reflection-in-action）であることを指摘した。さらに、批評会は、
授業者が教材研究や学習指導案の作成の過程と研究授業について学習者の反応と他者からの意
見をもとに省察する機会（reflection-on-action）と捉え、これらのことから研究授業は反省的実践
家（reflective practitioner）としての重要な機会と位置づけた。 
実証的研究に関しては、研究分担者が所属する機関の附属小学校及び附属中・高等学校の教師

（理科）を対象として、公開研究会を対象とした授業研究についての事例分析を行った。その結
果、授業研究は半年以上にわたる準備期間をかけ、附属学校教員と大学教員の連携が重要となる
こと、教材研究と学習指導要領の作成を同時並行的、往還的に実施していること、学習指導案は
同僚の意見や大学教員のコメント、あるいは児童・生徒の反応を予測した予備実験の結果に基づ
き数回は書き直していること、などを指摘した。他方、問題点として、公開研究会終了とともに
大学教員との密接な連携が終わり、授業研究の情報公開に関する打ち合わせを除いて、授業研究
それ自体の共同的な深い省察がないことを指摘した。 
（３）教材開発：理論的研究として、小学校における教材研究の在り方（家庭科及び理科）につ
いて検討した。まず、家庭科教育では大学生の生活経験の実態調査から、基本的な生活的自立に
問題があることを明らかにした。そのため小学校の家庭科授業では実習に際して、科学的根拠に
基づき、子どもに考えさせる実習が重要であることを指摘した。次に、理科では、児童がメタ認
知をできるように内化や外化の往還をし、協働する探究活動という視点で教材開発を捉え直す
必要があること、などを指摘した。さらに、小学校で本格的に導入されるプログラミング教育に
関する実践を取り上げて、イギリスのプログラミング教育と比較して考察を行った。その結果、
イギリスではコンピュータ教育は教科を中心として実施されるけれども、日本では特定の教科
ではなく、教科横断的にプログラミング教育を求められており、教科の学習とどう結びつけるの
かが重要であること、イギリスと日本では、社会の現実の問題についての解決（問題解決）を意
図していること、などを指摘した。 
実践的研究として、家庭科を学び、教える意義について、教材研究の側面から検討を行った。

日本の伝統的食文化に関する家庭科の教材開発及び被服製作の技能の育成を目指す教材開発を
行った。まず、小学生と大学生を対象にした量的調査などから、小学校で獲得すべき被服製作の
技能及び食に関わる調理の技能が大学生では定着していないことが明らかになった。その結果、
伝統的食文化の継承のためには小学校から系統的な学習が必要であること、科学的な体験など
を通して理解することが重要であること、そのための教材開発が重要であること、などの知見が
得られた。 
熟練教師は、家庭科の学習指導要領を熟読し、子どもに教えるべきことは何かを考え、中学校

との系統性を把握した上で授業を準備していること、子どもの特性を把握し、子どもが身につけ



るべき力と社会や家庭の情報を家庭科の授業と結び付けて教材開発や授業を立案していること、
などを指摘した。 
このような状況を踏まえて、反省的実践家の教師教育プログラムを構築する必要がある。 
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